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各 位 
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業績予想値と実績値との差異並びに営業外収益（為替差益）の減少及び 

特別損失（関係会社株式評価損）の計上に関するお知らせ 

 

2022年 11月 14日に公表いたしました 2023年３月期の通期連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生

じましたので、お知らせいたします。また、営業外収益（為替差益）の減少及び特別損失（関係会社株式評価

損）の計上についても併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

43,500 

百万円 

250 

百万円 

770 

百万円 

330 

円 銭 

220.50 

今回実績（Ｂ） 44,201 498 791 509 340.28 

増減額（Ｂ－Ａ） 701 248 21 179 ― 

増減率（％） 1.6 99.2 2.8 54.3 ― 

（参考）前期実績 

（2022年 3月期） 
38,914 △1,001 △752 △1,134 △758.30 

 

（差異の理由) 

 通期の連結業績につきましては、拡販活動や経費削減等の改善、投資有価証券売却益の計上等により、営業

利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも前回予想を上回る結果となりました。 

 

２．営業外収益（為替差益）の減少について 

2023年３月期第３四半期連結累計期間において、493百万円の為替差益を営業外収益に計上いたしましたが、

その後の為替相場の変動により、2023年３月期通期連結累計期間の為替差益は 171百万円減少し、322百万円

となりました。 

 

３．特別損失（関係会社株式評価損）の計上について（個別） 

当社が保有する関係会社株式のうち、実質価格が著しく下落した子会社株式について減損処理を実施して、

関係会社株式評価損 416百万円を特別損失として計上いたしました。 

なお、当該関係会社株式評価損は連結決算上消去されるため、連結損益に影響はございません。  

 

 

以 上 


